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資料－５
事務局用 （点線枠の緑文字は説明者用で、

一般の配付資料にはありません）

協議会の諸活動や組織体制の見直し

第５３回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会
２０２２年１１月１５日

【浅枝会長】

● 協議会の組織体制やコミュニケーションツールの導入についてご意見をお願いします。

● 詳細は事務局より説明をお願いします。
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１．荒川太郎右衛門地区自然再生事業ロードマップ
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荒川太郎右衛門地区自然再生事業のロードマップ

年度
2003～2007
（H15～H19）

2008～2011
（H20～H23）

2012～2019
（H24～H31/R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023～
（R5～）

事業計画

自
然
再
生
整
備

上池

中池

下池

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

整備地

地区全体

体制・行動計画

普及啓発

自然再生全体体構想（2004.3公表・2006.5改訂・2020.2一部改訂）

自然再生事業実施計画書（荒川上流2011.1公表）

工
事
完
了
（
荒
川
上
流
）

管理・活用計画の検討 管理・活用計画に基づく運営

試験掘削
T�口整備

本施工（～2015）
開放水面整備、湿地整備

本施工
（2017）

通路整備

試験掘削
移植

本施工（～2019）
ハンノキ生育地整備

生物相調査（目標種の確認に留意）

生物相調査
（3年サイクル）

マーケットリサーチ

事
業
完
了

植生管理

目標種調査

出水による流入・撹乱や
ハンノキ再生、
維持管理などにより
目標種の追加出現や
個体数増加を想定

河川水辺の国勢調査として実施

目標種調査
（協議会や外部協力者、市民による調査）

体制・行動計画の確立
自然再生地の
管理・活用

生物相調査

目標種調査試行

広場の
在来種草地形成

ハンノキ再生

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
検
討

助成金を活用したイベント等を開催
普及啓発活動

（自立した体制で実施）

今

維持管理活動に関する調査
（協議会や外部協力者、市民による調査）

維持管理

活動に関す

る調査



２．協議会の諸活動や協議会組織の課題

分類 現状 課題 方針（案）

ブレイン

参加メンバーは年齢構成に偏り、固
定化されている。
運営事務局に依存している。

• 持続性に懸念がある／多様な人
材の参画が必要である

• 協議会運営の自立が必要である

p気軽に参加しやすい協議会へ変革
p諸活動のパッケージ化やツール導
入による効率化を図り、運営委事務
局による運営事務を軽減する

維持管理
作業の人
手

企業連携や一般ボランティア募集な
ど、筋道が見えたところ。

• 参加企業を飽きさせない／新た
な企業の確保

• 平日作業は参加者が限られる
• 一般ボランティア募集は、運営事
務局の事務負担が大きい

p活動成果の見える化
p企業との関係性の深化
p土日や早朝の維持管理作業
pボランティア活動の定例化
■ITの活用

自然再生地
モニタリング

業務によるモニタリング調査を実施
している。

• モニタリング成果の総括
• R5年度以降のモニタリング方法

pモニタリング項目・内容の見直し
p協議会委員による調査
p市民/学校/企業との連携調査
p業務による最低限の調査

庶務

運営事務局（荒上）および運営補助
業務を受託したコンサルタントが協
議会庶務を行っている

• 日程調整、出欠確認、メールして
も反応なくて見ているかどうか判
らないので電話確認など、連絡調
整に割く時間が多い

■コミュニケーションツール導入
p省力化した運営事務局のリソースを
新たな活動に投入

組織体制

協議会、運営委員会、生態系モニタ
リング専門員会、維持管理・環境管
理専門委員会、イベント実行委員会
を開催している。年10回程度。

• 会議開催回数が多い。
• 参加する協議会メンバーは概ね
同じであり負担となっている。

• 会議は平日の昼間の開催である

■協議会組織のスリム化
p会議開催方法の検討

資金

協議会活動の大部分を委託費に依
存している。サイサン環境基金は、
一部の活動を賄う程度。セブン財団
との取組みは期待するところ大きい。

• 支出の見直し
ー会議会場確保に費用が発生
ー イベント損失の穴埋めが発生

• 協議会の独自資金の確保

p会議は無償会場やWEB会議
p収支がとれる参加費設定
p主催イベントで募金箱設置
pクラウドファンディング
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３．荒川太郎右衛門地区自然再生協議会の組織体制
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全体構想に掲げられた将来イメージ（P61） 活動

組
織
体
制



３．荒川太郎右衛門地区自然再生協議会の組織体制
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R4年度（現在）
荒川太郎右衛門地区
自然再生協議会

生態系モニタリング専門委員会
【荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、長畑委員、荒木委員】

維持管理・環境管理専門委員会
【協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、つばさ北小学校、

桶川西高校、TDA、(株)サイサン、大和ハウス、アリオ上尾、一般公募ボランティア】

モニタリング計画の検討や
結果の評価

維持管理計画の検討や
実行、体制の検討など

イベント実行委員会
【協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、桶川西高校、TDA、

サイサン環境保全基金、アリオ上尾】
イベントの企画・実行

協議会の運営に関する調整

協議会の運営事務

協議会の会計事務

協議会の会計監査

運営委員会

運営事務局【荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)】

寄付金等管理事務局【埼玉県生態系保護協会】

会計監査員【荒木委員・北村委員】

《第51回協議会 （2022年3月１日）協議決定》
今後の協議会運営は身軽で効率的なものとしていくことが必要である。
・広報ワーキングはイベント実行委員会へ一体化
・大きな視点から検討が必要となる広報活動は、他の委員会とも係わることから運営委員会で取り扱う

事業実施者【荒川上流河川事務所】 実施計画書に基づく自然再生地の整備

事業実施者【協議会委員】 協議会委員主体の様々な取組み



３．荒川太郎右衛門地区自然再生協議会の組織体制
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R5年度以降（素案イメージ）

荒
川
太
郎
右
衛
門
地
区

自
然
再
生
協
議
会

運営事務

寄付金等管理事務

モニタリング

荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)

埼玉県生態系保護協会

協議会委員(長畑委員、荒木委員ほか)、
荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、チームアライグマ

協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、TDA

環境管理

維持管理
協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、

セブン財団、(株)サイサン

協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)

会計監査 荒木委員・北村委員

広 報

協
議
会
に
お
け
る
活
動
報
告

＜実施者＞

イベント
協議会委員、荒川上流河川事務所(日水コン・日生協JV)、
桶川西高校、TDA、サイサン環境保全基金、アリオ上尾



４．コミュニケーションツールの導入

協議会運営の効率化にむけて、コミュニケーションツール（LINE WORKS）の導入を提案します。
コミュニケーションツールを導入することで、次のような活用効果を期待することができます。

活用の場面 活用の効果

維持管理作業 •他の作業場所の状況を、テキストや写真で、共有できる

イベント

• スタッフ間の連絡を共有できるので円滑なイベント進行ができる
•協議会メンバーが作成した写真・動画をアルバム機能で共有蓄積
できる

有志活動

• コミュニケーションツール上で有志グループを結成できる
•自主的な企画の提案、意見交換が行いやすい
•有志による維持管理作業やモニタリングを実施する際に、開催案
兄や出欠確認を行いやすい

巡視
•協議会委員が現場を巡視した際に、気づいたこと・見つけたことを
協議会メンバーに写真やテキストで送信して共有できる

協議会庶務の効率化
• メンバー全員が、他のメンバーの日程を確認することができる
•日程調整や出欠確認の連絡を効率的に行うことができる
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コミュニケーションツールの活用イメージ



４．コミュニケーションツールの導入
コミュニケーションツールは、利用者が多いLINE※と使用感が近い、「LINE WEORKS」の導入を提案します。
• コミュニケーションツール導入後も、メールや紙媒体による連絡は従来どおり、継続します。
• 無償でスタートできるプランがあります。スモールスタートとして、まず、始めてみることができます。
• 使いながら、利用ルールを検討します。
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※国内利用者数 9,200万人



４．コミュニケーションツールの導入

【参考】 東京デザイン専門学校の学生意見

HPにほしい情報がない
•ボランティア募集の情報がない
• リーフレットに活用できる写真がほしい
（いろいろな構図の写真）

• マップは全域マップだけでなく、拡大マップ
がほしい

• ドローン撮影は俯瞰し過ぎている

HPは情報量が多すぎる
• リーフレット作成時に情報が多くて、何を
みたらいいのか、迷子になった

• コンパクトにまとめた情報がほしい

若者向けの発信ができていない
• Twitterや Instagram をよく使っている
• Facebookは使わない
•動画がわかりやすい

具体的な活動内容がわからない
• どこで何をしているのか
•サクラソウ再生地がどこにあるか、わから
ない

•小学校や企業との連携活動の場所がわ
からない
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【参考】 主要SNSの月間アクティブユーザー数

４．コミュニケーションツールの導入
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【参考】 ソーシャルメディアの利用率（年代別・複数回答）

４．コミュニケーションツールの導入
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４．コミュニケーションツールの導入

導入事例①
金沢市立大徳小学校PTA
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４．コミュニケーションツールの導入

導入事例①
金沢市立大徳小学校PTA
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４．コミュニケーションツールの導入

導入事例②
勝田台小学校PTA
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４．コミュニケーションツールの導入

導入事例② 勝田台小学校PTA
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